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⑴ 奈良山をにほはす黄葉手折り来て今夜かざしつ散らば（落者）散るとも 巻８ 1?5?
⑵ 妻もあらば（有者）摘みて食げまし沙弥の山野の上のうはぎ過ぎにけらずや 巻２ 2?1
⑶ 父母を見れば（美礼婆）尊し妻子見れば（美礼婆）めぐし愛し世の中はかくぞ道理…
巻５ 8?0
⑷ 生ける者遂にも死ぬるものにあれば（有者）この世なる間は楽しくをあらな 巻３ 3?9
⑸ 住吉の里行きしかば（行之鹿歯）春花のいやめづらしき君に逢へるかも 巻1? 1?8?
⑹ 石走る瀧もとどろに鳴く蝉の声をし聞けば（伎気婆）都し思ほゆ 巻1? 3?1?













者 婆 波 伐 薄 播 之 総計
未然形＋バ
①仮定条件 2?6 1?5 1? 1 1 0 0 2 4?9
②反事実的仮定 3? 2? 6 0 3 0 0 0 6?
未然バ総計 3?7 1?1 2? 1 4 0 0 2 4?5
己然形＋バ
①既定・事実的 3?3 1?7 8 3 0 0 0 0 5?1
②既定・原因理由
既定⑴順接バ 1?8 6? 1? 2 0 1 0 0 2?6
ネバ 4? 1? 3 5?
既定⑵逆接ネバ 1? 4 0 0 0 0 0 0 2?
既定⑴⑵ 2?8 7? 1? 2 0 1 0 0 3?3
③一般条件 3? 3? 6 0 0 1 1 1 8?
己然バ総計 6?7 2?2 2? 5 0 2 1 1 9?5



























一般条件 原因･理由的条件 事実的条件 計
Ｖ 已然バ 8? 2?1 4?4 7?6
Ｎ ナレバ 1? 1 1?
Ｖ タレバ 1 1 2
Ａ ケレバ 1? 1?
ネバ①順接 5? 8 6?
ネバ②逆接 1? 1?
トイヘバ 7 7












































⑻ 楽浪の連庫山に雲居れば（居者）雨そ降るちふ帰り来我が背 巻７ 1?7?
⑼ 古ゆ言ひ継ぎけらく恋すれば（恋為者）苦しきものと玉の緒の継ぎては言へど… 巻1? 3?5?
? 父母を見れば（美礼婆）尊し妻子見れば（美礼婆）めぐし愛し世の中はかくぞ理…巻５ 8?0
? 心合へば（合者）相寝るものを小山田の鹿猪田守るごと母し守らすも 巻1? 3?0?
? …か行けば（由既婆）人に厭はえかく行けば（由既婆）人に憎まえ老よし男はかくのみならし
… 巻５ 8?4
? 冬過ぎて春し来れば（来者）年月は新たなれども人は古り行く 巻1? 1?8?
表３ 一般条件，原因・理由的条件，事実的条件 萬葉仮名ごとの「バ」
の上接語による分類
形態＋バ 者 婆 波 歯 薄 播 之 計
①一般条件
⑴Ｖ 已然バ 3? 3? 6 1 1 1 8?
②既定・理由的条件 2?8 7? 1? 2 1 3?3
⑴Ｖ 已然バ 1?0 5? 1? 2 1 2?7
⑶Ｎ ナレバ 1? 6 1?
⑷Ｖ タレバ 1 1
⑻Ａ ケレバ 6 5 1?
⑸Ｖ ネバ① 4? 1? 3 5?
⑺Ｖ ネバ②（逆接） 1? 2 1?
⑻Ｖ 已然バ（逆接） 2 2 4
③既定・事実的条件 3?3 1?7 8 3 5?1
⑴Ｖ 已然バ 3?3 1?1 7 3 4?4
⑵Ｎ ナレバ 1 1
⑶Ｖ タレバ 1 1
⑸ネバ 6 1 1 8
⑷トイへバ 2 5 7
総 計 6?7 2?2 2? 5 2 1 1 9?5
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? 楊こそ伐れば（伎礼婆）生えすれ世の人の恋に死なむをいかにせよとそ 巻1? 3?9?
? 常陸なる浪逆の海の玉藻こそ引けば（比気波）絶えすれあどか絶えせむ 巻1? 3?9?
? 夕されば（暮去者）小倉の山に鳴く鹿は今夜は鳴かずい寝にけらしも 巻８ 1?1?






































? なつきにし奈良の都の荒れ行けば（荒行者）出て立つごとに嘆きし増さる 巻６ 1?4?
? この月のここに来れば（来者）今とかも妹が出て立ち待ちつつあるらむ 巻７ 1?7?
? 生ける者遂にも死ぬるものにあれば（有者）この世にある間は楽しくをあらな 巻３ 3?9
? 春霞たなびく山の隔れれば（隔者）妹に逢はずて月そ経にける 巻８ 1?6?
? あらたまの年の経ぬれば（経去者）今しはとゆめよ我が背子我が名告らすな 巻４ 5?0
? 朝参の君が姿を見ず久に鄙にし住めば（比奈尓之須米婆）我恋ひにけり 巻1? 4?2?
? しぐれの雨間なくし降れば（無間零者）三笠山木末あまねく色付きにけり 巻８ 1?5?
? 留め得ぬ命しあれば（寿尓之在者）しきたへの家ゆ出でて雲隠りにき 巻３ 4?1
? 草枕旅にし居れば（ 西居者）刈り薦の乱れて妹に恋ひぬ日はなし 巻1? 3?7?






Ｖ 已然バ」形式である。例?～?までが「Ｖ 已然バ」形式，例?～?までが「シ Ｖ 已然バ」形
式である。前件にある「Ｖ 已然バ」「シ Ｖ 已然バ」はいずれも後件に対して原因・理由「ノデ・
カラ」を意味するものとなっている。
4.2.「Ｎ ナレバ」による原因・理由的条件
? 玉ならば手にも巻かむをうつせみの世の人なれば（世人有者）手に巻き難し 巻４ 7?9
? …うつせみの世の人なれば（代人有者）大君の命恐み… 巻９ 1?8?
? うつせみの世の人なれば（世人有者）大君の命恐み… 巻９ 1?8?
? …うつせみの世の人なれば（代人奈礼婆）うきなびき床に臥い伏し… 巻1? 3?6?
? …うつせみの世の人なれば（与能比等奈礼婆）たまきはる命も知らず… 巻2? 4?0?
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? うつせみの世の事なれば（世之事尓在者）外に見し山をや今はよすかと思はむ 巻３ 4?2
? 常磐なすかくしもがもと思へども世の事なれば（余能許等奈礼婆）留みかねつも 巻５ 8?5
? 旅なれば（多婢奈礼婆）思ひ絶えてもありつれど家にある妹し思ひ悲しも 巻1? 3?8?
? さ額田の野辺の秋萩時なれば（時有者）今盛りなり折りてかざさむ 巻1? 2?0?













? 若ければ（和可家礼婆）道行き知らじ賂はせむしたへの使ひ負ひて通らせ 巻５ 9?5
? …言問はむよしのなければ（縁乃無者）心のみむせつつあるに… 巻４ 5?6
? …使ひなければ（都可比奈家礼婆）持てれども験をなみとまた置きつるかも 巻1? 3?2?
? 針はあれど妹しなければ（妹之無者）付けめやと我を悩まし絶ゆる紐の緒 巻1? 2?8?
? …取り与ふる物し無ければ（物之無者）男じものわき挟み持ち… 巻２ 2?0












? ぬばたまの夢にはもとな相見れど直にあらねば（多太尓安良祢婆）恋止まずけり 巻1? 3?8?
? 夢の逢ひは苦しかりけりおどろきて掻き探れども手にも触れねば（不所触者） 巻４ 7?1
? 行く川の過ぎにし人の手折らねば（手不折者）うらぶれ立てり三輪の檜原は 巻７ 1?1?
? ここにありて春日やいづち雨つつみ出てて行かねば（出而不行者）恋ひつつそ居る
巻８ 1?7?
? あらたまの年反るまで相見ねば（安比見祢婆）心もしのに思ほゆるかも 巻1? 3?7?
? 味飯を水に醸みなし我が待ちしかひはかつてなし直にしあらねば（直尓之不有者）巻1? 3?1?
? 三冬継ぎ春は来れど梅の花君にしあらねば（君尓之安良祢婆）招く人もなし 巻1? 3?0?
? 旅衣八重着重ねて寝ぬれどもなほ肌寒し妹にしあらねば（伊母尓志阿良祢婆） 巻2? 4?5?












ないので）は強意の助詞「シ」が動詞に前接する「シ Ｖ ネバ」形式である。特に「シ Ｖ ネバ」
は用例に見るように「Ｎ にしあらねば」という慣用的な表現が多いようだ。
4.6.「Ｖ ネバ」による逆接条件
? 筑紫船いまだも来ねば（未毛不来者）あらかじめ荒ぶる君を見るが悲しさ 巻４ 5?6
? 卯の花もいまだ咲かねば（未開者）ほととぎす佐保の山辺に来鳴きとよもす 巻８ 1?7?
? 秋田刈る 廬もいまだ壊たねば（未壊者）雁が音寒し霜も置きぬがに 巻８ 1?5?
? 我がやどの萩の下葉は秋風もいまだ吹かねば（未吹者）かくそもみてる 巻８ 1?2?
? 秋山の木の葉もいまだもみたねば（未赤者）今朝吹く風は霜も置きぬべく 巻1? 2?3?
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? うちなびく春さり来れば（春去来者）しかすがに天雲霧らひ雪は降りつつ 巻1? 1?3?
? 珠洲の海に朝開きして漕ぎ来れば（許芸久礼婆）長浜の浦に月照りにけり 巻1? 4?2?
? うぐひすは今は鳴かむと片待てば（可多麻氏一婆）霞たなびき月は経につつ 巻1? 4?3?


























? 高 の三笠の山に鳴く鳥の止めば（止者）継がるる恋もするかも 巻３ 3?3
? 君が着る三笠の山に居る雲の立てば（立者）継がるる恋もするかも 巻1? 2?7?
? 磯の崎漕ぎ廻み行けば（榜手廻行者）近江の海八十の湊に鶴さはに鳴く 巻３ 2?3
? しなが鳥猪名野を来れば（来者）有間山夕霧立ちぬ宿りはなくて 巻７ 1?4?












? 大君の命恐み出て来れば（伊弓一久礼婆）我取り付きて言ひし児なはも 巻2? 4?5?
? 焼津辺に我が行きしかば（去鹿歯）駿河なる阿倍の市道に逢ひし兒らはも 巻３ 2?4
? 霞立つ野の上の方に行きしかば（行之可波）うぐひす鳴きつ春になるらし 巻８ 1?4?












? 夕されば（夕去者）君来まさむと待ちし夜のなごりそ今も寝ねかてにする 巻1? 2?8?
? 霜曇りすとにかあるらむひさかたの夜渡る月の見えなく思へば（念者） 巻７ 1?8?
? ますらをの 取り負ひて出でて行けば（伊田弓一伊気婆）別れを惜しみ嘆きけむ妻 巻2? 4?3?
? うちなびく春来るらし山の際の遠き木末の咲き行く見れば（見者） 巻８ 1?2?























? ひとり居て恋ふれば（恋者）苦し玉だすきかけず忘れむ事計りもが 巻1? 2?9?
? 佐保川にさをどる千鳥くたちて汝が声聞けば（聞者）寝ねかてなくに 巻７ 1?2?
? 石走る滝もとどろに鳴く蝉の声をし聞けば（伎気婆）都し思ほゆ 巻1? 3?1?
? 我のみに聞けば（聞婆）さぶしもほととぎす丹生の山辺にい行き鳴かにも 巻1? 4?7?
? ぬばたまの夜霧の立ちておほほしく照れる月夜の見れば（見者）悲しさ 巻６ 9?2
? 神さぶる岩根こごしきみ吉野の水分山を見れば（見者）悲しも 巻７ 1?3?
? もみち葉の散り行くなへに玉梓の使ひを見れば（見者）逢ひし日思ほゆ 巻２ 2?9
? 国々の防人集ひ船乗りて別るを見れば（美礼婆）いともすべなし 巻2? 4?8?

















? 難波潟潮干に立ちて見渡せば（見渡者）淡路の島に鶴渡る見ゆ 巻７ 1?6?
? 磯に立ち沖辺を見れば（見者）海布刈り舟海人漕ぎ出らし鴨翔る見ゆ 巻７ 1?2?
? 紀伊の国の雑賀の浦に出て見れば（出見者）海人の灯火波の間ゆ見ゆ 巻７ 1?9?
? 天離る鄙の長道を恋ひ来れば（孤悲久礼婆）明石の門より家のあたり見ゆ 巻1? 3?0?
? 我妹子に恋ひすべながり胸を熱み朝戸開くれば（開者）見ゆる霧かも 巻1? 3?3?












?11 川の瀬の激ちを見れば（見者）玉かも散り乱れたる川の常かも 巻９ 1?8?
?12 天の原振り放け見れば（振離見者）白真弓張りてかけたり夜道は良けむ 巻３ 2?9
?13 見渡せば（見和多世婆）向つ峰の上の花にほひ照りて立てるは愛しき誰が妻 巻2? 4?9?












?15 雪見れば（見雪者）いまだ冬なりしかすがに春霞立ち梅は散りつつ 巻1? 1?6?
?16 月数めば（都奇余米婆）いまだ冬なりしかすがに霞たなびく春立ちぬとか 巻2? 4?9?








?18 我妹子に我が恋ひ行けば（吾恋行者）ともしくも並び居るかも妹と背の山 巻７ 1?1?























?12 …眠の寝かてねば（寝乃不勝宿者）滝の上の浅野の雉明けぬとし立ち騒くらし 巻３ 3?8
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?14 恋と言えば（恋云者）薄きことなり然れども我は忘れじ恋ひは死ぬとも 巻1? 2?3?
?15 旅といへば（多婢等伊倍婆）言にそ易き少なくも妹に恋ひつつすべなけなくに 巻1? 3?4?
?16 神木にも手は触るといふをうったへに人妻といへば（人妻跡云者）触れぬものかも
巻４ 5?7

























小島憲之・木下正俊・佐竹昭広 1?6? 補訂版『萬葉集』本文篇 塙書房
小島憲之・木下正俊・東野治之 1?9? 『萬葉集』新編日本古典文学全集 小学館
正宗敦夫編 2?0? 『萬葉集索引 古典索引刊行会編』塙書房
























林 大 1?5? 「萬葉集の助詞」『萬葉集大成６ 言語篇』平凡社







渡辺 実 1?7? 『国語構文論』塙書房
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